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研究成果の概要（和文）：本研究では、日常的な営為によって生み出される語りと、語りが生成する世界に一貫
性を求める私たちの心の習慣をナラティブ・リアリティとしてとらえ、人が語ることでいかにしてリアリティを
構築しているかを認知的観点から考察した。具体的には、（１）語りが物語標識によって構造化され、一貫性が
生み出されていくこと、（２）単一の物語が複数の話者によって共話的に語られうること、（３)同一の物語が
反復的に語られることで変容を受け、かつ同一性を保持することに着目し、語りの展開可能性と反復可能性、さ
らに複数の話者による共話可能性を架橋する潜在的な物語構造の多相的な分析を行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project is to investigate from the cognitive 
linguistic perspective how people construct realities in narrative by telling stories. When we tell 
stories to others in everyday life, we seek coherency between narratives and the world created by 
them. In this study we called this habit of mind “narrative reality” and examined its major 
aspects focusing on the following three points: (1) narrative markers help organize the structure of
 stories, providing them the coherency; (2) a single story can be co-constructed dynamically by more
 than one speaker; (3) a story accepts changes as it is retold repeatedly while retaining its 
identity. Then, we made a multilateral analysis of the latent structure of narratives that 
cross-links narrative’s expandability and repeatability and the potential of co-construction by 
multiple speakers.

研究分野：認知言語学

キーワード： 語り（narrative）　認知言語学　物語標識　相互行為　反復
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
（１）ナラティブ研究の系譜 
物語や文章の研究と言えば、これまでにも 
言語学者 Labov を先駆とする体験談による
語りの構造[7]をはじめ、機能主義に基づく修
辞構造理論（RST）[8]、文学作品を対象とし
た Genetteの物語言説論[4]、認知心理学の文
章理解研究[1]、人工知能における Schankの
スクリプト理論[8]など、様々な分野の研究者
によって研究が進められてきた。 
（２）先行研究の問題点  
しかし、こうした研究では、物語構造は文
法構造のように言語使用者による歴史的な
所産であるとみなされており、それらがいか
なる心のメカニズムによって動的に生み出
されているか、また同一の物語が世界観の一
貫性を維持しつつ、いかにして多様な言語表
現を可能にしているかなどを統一的に考察
するものではなかった。 
（３）認知言語学に基づく語りの研究 
そこで本研究では、このような研究の経緯
に立脚し、新たに認知言語学に基づく語りの
研究を展開することにした。認知言語学は、
言語を人間の認知活動の反映と見なすアプ
ローチで、近年は語や文といったミクロのレ
ベルを超えたディスコースやナラティブ[2]、
さらに文学作品[5]といったマクロの言語活
動に関心を向けはじめてきている。 

 
２． 研究の目的 
（１）ナラティブの認知言語学 
本研究では、人がことばを用いて何らかの
まとまりを持った思考や世界を表現する「語
り（narrative）」という営みに焦点を置き、
個々の語り手が「語る」行為の連鎖によって
生み出す物語世界が、なぜそうしたまとまり
や一貫性を保持しつつ、多くの変異体を生成
しうるのかを、認知言語学のアプローチによ
って明らかにする。 
（２）ナラティブ・リアリティ 
本研究では、実際に表出される「語り」と
その産物である「物語（story）」の間を媒介
し、物語世界に統一的な現実感を与える潜在
的な認知構造が存在すると仮定し、それを
〈ナラティブ・リアリティ〉と呼ぶ。このよ
うな構造体を仮定することで、「物語」とい
う静的な構造の分析が主であった従来の研
究と比して、現実の語り手が発話連鎖を通し
て物語を紡いでいく動的な「語り」の様態を
捉えることができる。 
（３）具体的な研究の方向性 
本研究の具体的な方向性としては、（ⅰ）
物語を〈構造化〉する装置としての物語標識、
（ⅱ）複数の語り手による〈共話〉を可能に
する共同注意と語りの視点、（ⅲ）語りの〈反
復〉によって生じる語彙選択や発話時間の変
化、という３つの観点から、語りと物語を媒
介するナラティブ・リアリティの認知機制を
解明する。 

 

図１は、ナラティブの生成プロセスを概念
的に組織化したものである。左のボックスは、
語りが相互に関連する談話セグメントの重
層として表わされること、またそれらが物語
標識によって構造化されることを表わす。右
のボックスは、語りが反復と共話によって変
容を受けつつも、一定のまとまりを備えた
「物語」として組織化されることを表わす。 
そしてこれら語りと物語を切り結ぶのが
ナラティブ・リアリティである。本研究では、
人が物語に与える現実感が、どのような認知
機制によって生み出されるのかを、（ⅰ）認
知言語学による物語標識の考察、（ⅱ）共話
実験データに基づく相互行為性の分析、（ⅲ）
大規模コーパスによるリテリングの調査と
分析によって実証する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．ナラティブ・リアリティの組織図 

 
３． 研究の方法 
（１）語りの構造の理論的考察 
代表者仲本は、物語を生み出す心のメカニ
ズムを考察するにあたり、ストーリー展開に
おいて個々の行為や出来事がどのように機
能するか、あるいはそれらの機能がどう特定
化されるかという問題について、特定化を促
す物語標識を抽出、整理する。また、物語標
識を、（ⅰ）登場人物の行動や心の動きに言
及する意図標識、（ⅱ）時間軸に沿った物語
の展開構造を示す時間標識の二つに区別し、
語りにおける物語標識の機能をフレーム意
味論[3]の手法を用いて分析する。 
（２）共話実験と定量的分析 
分担者岡本はオープンコミュニケーショ
ンの観点から、独話（物語形式）から共話（対
話形式）への変換を課題として、実験協力者
ペアを対象に実験を行い、音声データを収録
し、これらを認知語用論の観点から質的に分
析する。このときの課題テキストは、学術エ
ッセイ、協力者の体験談の二種類であり、単
一の著者によるまとまった知識の提示を二
人の実験協力者による対話形式で行うこと
で、独話に潜む共話的な語りの形式を分析・
検証する。 
（３）反復実験と定性的分析 
分担者加藤は、共話実験と比較・対照可能
な課題として、体験談に基づく語りの反復の
様態を知るため、リテリング実験を行う。そ
のさい、これまではリテリングにおいて生起



する自立語の事例に関する変化率を定量的
に調査してきたが、今回の実験では、語られ
る物語の一貫性を定性的に記述するため、安
定的に用いられる全般的な語彙の分布と、さ
らに、物語の構造的な同型性や変異について
の分析を行う。 
下表は、当初提示された研究計画である。 
 
 以下に、当初の執行計画をあげる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
今回の研究では、最後のモデル化までは到
達できなかったが、代表者仲本は、語りの構
造化に関する物語標識の整理と全般的考察
を、分担者岡本は、共話実験による音声デー
タの収録とその定性的分析を、分担者加藤は、
リテリング実験の定量的、定性的分析を行う
ことができた。なお、本研究に基づく語りの
モデル化に関しては、今後、同一の構成員に
よる研究グループの継続課題として考察を
続けていく予定である。 
 
４． 研究成果 
（１）物語標識――物語を構造化する装置 
私たちが日常生活で経験する出来事は、感
情によって意味づけられる。代表者仲本は、
はじめに、語りにおける意味づけの問題を考
察するため、日本語の感情表現に注目し、語
りにおいて、どのような感情表現が用いられ
るのか、またそれらが語りのなかで果たす役
割について考察した。 
具体的には、出来事の意味づけにおいて、
喜び、悲しみ、驚き、恐れ、怒りといった感
情がどう関わるか、自己と他者が体験する感
情はどのように概念化されるか、さらに、感
情が自己内で完結するものではなく、他者と
の関係性のなかでどう規定されるかといっ
た問題を検討した。この成果は雑誌論文③と
して公表された。 
また、以上の感情表現の研究を、さらに日
本語の形容詞全般に拡張し、形容詞の認知的、
機能的な特徴を考察したのが雑誌論文②で
ある。動詞が状況を＜出来事＞として概念化
するのに対して、形容詞は同様の事態を特定
の対象が備える＜属性＞として概念化する
ことを、認知言語学と言語類型論の成果に基
づき主張した。 
次に、代表者仲本は、語りにおける行為や
出来事の意味を記述するためのモデルとし
て、「物語的意味」という解釈層を設定し、
各々の出来事が語り手／登場人物の意図と
相対的に、《目標》《機会》《手段》《利益》《被
害》《成功》《失敗》として意味づけられるこ
とを明らかにした。 

また、物語的意味を方向づける要素として
「物語標識」を位置づけ、主体の意図の有無
や方向性を表わす意図標識、行為や出来事の
時間的な展開を表わす時間標識に分類し、そ
の背後で働く認識を心理学で提唱されてい
る「心の理論[6]」によって定式化した。この
成果は雑誌論文①に掲載されている。 
 
（２）ナラティブの生成と相互行為性 
分担者岡本は、まず、ナラティブを潜在的
な相互行為が埋め込まれたものと見る立場
から、ファシリテーターの響鳴行動、授業場
面における生徒の挙手行動、漫才師のツッコ
ミ発話、腹話術師のリスナーシップといった
「聞き手行動」に着目し、相互行為的なリア
リティが構築される要因について考察した。
この成果は学会発表⑨⑩⑪で報告された。 
次に、分担者岡本は、落語と漫談の語りに
考察を進めた。まず、落語では、マクラから
本題へ語りのモードが転換する場面で、言語
的な境界が提示されるが、非言語の層では境
界が時間的に一致しないことを示し、語りの
受け手に対する二重の境界設定が噺家の語
りの特徴であることを指摘した。この成果は
学会発表③で報告された。 
また漫談についても、一方的な語りよりも、
仮想的な対話場面の再現が頻出することを
示し、漫談におけるもうひとりの語り手を仮
想的概念として導入した。また仮想的語り手
が表層化する際、引用標識の戦略的な脱落が
受け手の物語理解に有効な手段となること
を解明した。この成果は学会発表②で報告さ
れた。 
次に、分担者岡本は、怪談という語りの場
面において、ジェスチャー視点がどう使い分
けられるかの分析を行い、加えて、コミュニ
ケーション研究そのものが研究者の間でい
かに語られ、その背後にどのようなメカニズ
ムが働いているかを、共有基盤とその更新の
観点から分析した。この成果は学会発表⑥⑦
⑧で報告された。 
さらに、分担者岡本は、ナラティブに不可
欠なメタ・コミュニケーションを理論的に再
考すべく、Batesonのメタ・コミュニケーシ
ョン概念や、Goffmanのフレーム概念を認知
語用論によって再考し、新たなメタ・コミュ
ニケーション研究の枠組みを示唆する論考
を執筆した。この成果は、雑誌論文⑤⑥に掲
載されている。 
 
（３）物語における可変的／不変的要素 
分担者加藤は、これまでに収集した独話リ
テリングと共話データに、言語情報のない映
像を用いた作文実験を加え、同じ物語におけ
る語彙分布を調査した。また、物語の特徴的
な要素を調査するため、文法的要素や表現特
徴などが読み手の印象にどう影響を与える
のか、クラウドソーシング実験を用いて調査
した。さらに、物語のテーマとして重視され
る要素についても調査を行った。この成果は



学会発表⑰⑱で報告された。 
次に、分担者加藤は、物語に重要な要素が
何であるのかを中心に調査を行った。小説本
の帯情報の分析を行い、短文から取得できる
物語要素を調査した。また、反対に受け手が
帯情報から物語を復元できるのかという調
査実験に取り組んだ。さらに、物語の異同に
おける読み手の印象判断の根拠を確かめる
ため、部分改変テキストを用いた実験を行っ
た。これらの成果は学会発表⑫⑭⑮で報告さ
れた。 
最後に、分担者加藤は、これまでに収集し
た物語作文で用いられた比喩表現に着目し、
その産出傾向から、隠喩（メタファー）と直
喩（シミリー）が果たす認知的、機能的な違
いを、認知言語学の観点から考察した。また、
これまでの調査から見えてきた物語の反復
における物語構造のバリエーションを見直
し、これらをもとに調査結果をまとめた。こ
れらの成果は、学会発表⑯で報告され、さら
に雑誌論文⑦に掲載された。 
 
（４）本研究のまとめ 
本研究期間全体の総括として、第 20 回日
本語用論学会全国大会で、「認知語用論に基
づくナラティブ・リアリティの解明に向けて
――語りの構造化・共話・反復から見えるこ
と」と題するワークショップを開催した。聴
衆からは本研究の意義が概ね好意的に受け
入れられ、様々な意見、コメントを受けるこ
とができた。なお、今回のワークショップの
成果は、本年度公開される予定の同学会大会
論文集（Proceedings）に公表されることが
決定している。また、本科研は平成 30～32
年度基盤研究（C）「語りの生成と変容のダイ
ナミズムに関する認知語用論的研究」（研究
課題番号：18K00530）として発展的に継承
されることになった。 
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